
液体の密度と浮子の材質が決定したら表１よりファクターをひろ�

い出し測定流量の最大値に掛けますと水の量に換算されますので�

液体用標準流量表より口径をさがします。�

浮游式流量計の適正サイズの決定�

流量計の接続口径の求め方�液体用�

例）浮子材質SUS３０４流体密度１.４で流量範囲�

　　１０～１２０R/min�

　　表1から　K1＝１.２１９�

　　K1×最大流量＝Q�

　　１.２１９×１２０＝１４６.３R/min  ２０℃の水の量�

　　液体用標準流量表（4頁）より、�

　　１４６.３R/min＝６５Aであるから口径は６５Aが最適です。�

● ガラス管式は上記換算口径として下さい。�
● 特殊管式（AZW、AZY、マスフローメーター）の場合は各型式�

　ランの流量表より口径をお選び下さい。�

※特殊接続フランヂについてはお問い合せ下さい。�

浮子（金属フロートSUS３０４）�
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気体の密度・圧力が判明したら表1から密度の�

ファクター、表2から圧力のファクターをひろ�

い出して測定流量の最大値に各々掛けますと�

空気の量に換算されますので気体用標準流量�

表より口径をさがします。�

例）密度が１.９g/R・norで、圧力０.３５MPa・atg�

　　流量範囲２００～２,０００R/min・norの時�

　　表1からK1＝１.２６�

　　表2からK2＝０.４９５�

　　K1×K2×最大流量＝Q�

　　１.２６×０.４９５×２,０００＝１.２４７R/min・nor�

　　AIRの量�

　　気体用標準流量表（5頁）より、�

　　１.２４７R/min・nor＝６５A�

であるから口径は６５Aが最適です。�

流量計の接続口径の求め方�気体用�

● ガラス管式は上記換算口径として下さい。�
● 特殊管式（AZW、AZY、マスフローメーター）�

　の場合は各型式ランの流量表より口径をお選�

　び下さい。�

※特種接続フランヂについてはお問合せ下さい。�

表1
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気体用密度のファクターK1 気体用密度のファクターK2

表1
表2

液体密度kg/R ファクターK1 液体密度kg/R ファクターK1

気体密度kg/R ファクターK1 圧力MPa・atg ファクターK2 圧力MPa・atg ファクターK2
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